（１）第５４８号　　　　　　　　　　　　全　国　検　数　労　働　組　合　連　合　　　　　　　　　　　２０１７年１１月２１日


	〒144-0052東京都大田区蒲田5-10-2日港福会館5階

Tel　03(3733)5621　　Fax  03(3733)5622

メール    roren@kensu.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kensu.jp/
全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書　記　局


	[image: image2.png]


[image: image1.jpg]A
> m
B
Ll




[image: image3.jpg]





[image: image4.png]


.




�





５４８号





１１月２０日（月）１５：００～１６：００　


第３回検数労連１７冬季一時金交渉　両協会有額に向けた考え方を披歴


現場で働く従業員の声を最大限重視し、


有額回答指定日には要求通りの回答を！
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【第３回交渉】


　１１月２０日（月）大田区民プラザにて検数労連１７冬季一時金交渉を開催し両協会に対し、現在の収支状況と有額回答に向けた考え方の披歴を求めました。





【日検協会】


　有額回答提示に向けた考え方について、平成２９年上半期の収益はＡＧＭ等の検査業務が好調に推移したものの、既存業務である鉄鋼・木材関係が落ち込み前期比でマイナス１．７％となっている。また、必要経費を含む支出についてはプラス２．５％となっている。


　各支部の収益状況では赤字支部はないものの前期比では各支部合計でマイナス３３．６％となっており、厳しい状況となっている。


　一時金の支給については現時点で鋭意検討中であるが、『賞与は業績の配分』であることを基本に構築していく。





































































































【全日検】


　有額回答に向けた考え方について、平成２９年上期収入は青果・検査・自動車関係が好調に推移したが、コイル等の鉄鋼関係が減収となり、結果的に対予算比プラス２．５％、対前年同期比プラス０．５％となっている。


　しかし、今後の見通しでは、


中国向けの廃棄プラスチックの検査業務が落ち込んでいることや、１０月単月の落ち込みがある中で、先行きは不透明な状況となっている。


　一時金支給に対する考え方としては、本日・明日と機関会議が行われているが、考え方としては職員Ａ・Ｂの賃金是正がされたことを鑑み、従来の職員Ａ・Ｂ間の一律部分については勤続年数を加味した配分を考えている。


　またこれまでの交渉の中での労組主張を出来る限り考慮した回答構築を考えている。





【組合主張】


　日検協会に対して、厳しい状況と言われているが、人員不足の中で働いている現場では見えてこない。どのように厳しいのか、協会責任として納得のいくような説明を求める。





【日検協会】


　年々収益が前期割れをしていて、取扱減が止まらない状況であり、その原因もはっきりとしない。また、昨年あたりから単月、または支部・事業所単位

























































































で赤字になる場合もあり、最終


的には黒字になっているものの、そこが懸念される。





【組合主張】


　両協会ともに厳しいとか先行き不透明と主張しているが、世間一般では経済環境は良くなっている。


　組合は決して法外な要求をしておらず、要求額にしても一般企業の平均的な額である。業として厳しいことばかりを主張されると若者を中心に両協会を退職するものが増えていくのではと懸念している。


　組合としては『安定した一時金』を求めており、その『安定した一時金』をマネジメントしていくのは両協会経営の役目である。


　鉄鋼等の落ち込みは一定理解するが、従業員のモチベーションを上げるためには営業による料金の収受も必要である。


　両協会には料金収受に向けて更なる努力を求める。


　現在、政府の推し進める『働き方改革』よって、労働環境が変化しているなかで、一時金による補填が従来よりも更に重要視されている。


　両協会とも人材の流出を防ぐためにも、組合の要求通りの額を求める。


　いずれにしても、有額回答指定日には要求に沿った回答を現場で働く従業員は大いに期待しているし、我々交渉団は、両協会ともに要求に沿った回答を提示できる環境にあると思っている。













































































次回交渉　１１月２４日（金）


１４：００～


有額回答指定日につき、組合員及び各地域闘争委員会は次回交渉に注目せよ！
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